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   The transfemoral renal angiography was performed in 15 dogs produced hydronephrosis by 
ureteral ligation as well as in a patient with hydronephrotic kidney. The purpose of the study 
was to know the sequential change of the renal angiography at the various periods following 
the ureteral stricture. 
   In general, in cases of 3F size of ureteral ligation, pathological findings on renal angiography 
were observed following 2 weeks after the ligation. The noticeable changes were displacement, 
elongation and narrowing of intrarenal arteries, especially interlobar and arcuate arteries, and 
atrophy of the renal parenchyma.
1緒 言
DosSantos等1)が1929年に 経腰的大動脈 造
影法 を発表 してか ら,腎 動 脈撮 影法は幾 多の改
良、が重ね られ,1941年Farifias2}の最初 経 皮
的経大腿動脈的 カテー テル法の試みに始 ま り,
Peirce(1951)3)およびSeldinger(1953)4)1⊂よ
ってほぼ完成 された といって よい.
今回,わ れわれは これ らの一 般的な ことにつ
いてふれ るのではな く,特 に腎機能低下 を伴 う
水腎症におい て,排 泄性腎孟撮影 のみでは正確
に腎の状態を把握 で きない時 の腎動脈撮影 の所
見 と,そ の価 値について動物実 験を主に して述
べ る.








また同時に 動注前後の動脈波の 変動を ス トレンゲー
ジ,ト ラソスデューサーにより観察した(これについ
ては磯貝が原著として発表の予定である).





































































血管像が どのように変化 して行 くか,ま た狭窄
を取 り除いた 場合に,ど の程度の 水腎症まで






























5)岡 日本 泌 尿 器 科 学 全 書,21,248頁,金 原,
東 京,1960。






































第3図.腎 動脈撮影(上)と 剖検時の腎孟 ・
腎杯像(下),左尿管結紮3週間後.
第4図.右 水腎の選択的腎動脈撮影(右)と,
造影剤排泄時の腎孟 ・腎杯像(左).
